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令和２年塩尻市議会３月定例会 

総務生活委員会会議録 
 

○日  時  令和２年３月６日（金）  午前１０時００分 

○場  所  全員協議会室 

○審査事項 

議案第１８号 令和２年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第２２号 令和２年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第２６号 令和元年度塩尻市一般会計補正予算（第６号）中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費 

（１項総務管理費１４目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目国民健

康保険総務費、８目後期高齢者医療運営費、４款衛生費（１項保健衛生費１目保健衛生総務費、

２目予防費、３目保健対策費、４目母子保健費、６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業

及び２項清掃費１目し尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、第２条繰越明許費、第３

条地方債の補正 

議案第２７号 令和元年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第３０号 令和元年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

 

○出席委員・議員 

委員長  平間  正治 君        副委員長  樋口 千代子 君 

委員  永田  公由 君          委員  山口  恵子 君 

委員  横沢  英一 君          委員  小澤  彰一 君 

議長  丸山  寿子 君 

○欠席委員 

       なし 

────────────────────────────────── 

○説明のため出席した理事者・職員 

省略 

────────────────────────────────── 

○議会事務局職員 

事務局局長  横山  文明 君     事務局次長  赤津  廣子 君 

────────────────────────────────── 

午前９時５７分 開会 

○委員長 皆さん、おはようございます。少し早いですけれども、昨日に引き続きまして総務生活委員会を開会
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いたします。本日委員会は委員全員出席でございます。本日の日程につきまして副委員長から申し上げます。 

○副委員長 おはようございます。本日の委員会の日程ですが、昨日に引き続き本委員会に付託されました議案

について審査をおこないますのでよろしくお願いいたします。 

○委員長 それでは審議に入ります前に財政課長から発言を求められておりますので、これを許します。 

○財政課長 それではお許しをいただきましたので、昨日永田公由委員から御質問のございました民間保育所の

整備にかかわります国の保育所等整備交付金について、内容を御説明申し上げます。予算書の３８ページでござ

います。こちらにつきましては、民間の保育所２カ所の整備に係る国の補助の関係でございます。ここに記載さ

れた８，１００万円余、また７，０００万円余につきましては、それぞれ補助対象の事業費でございます。なお、

上段につきましては、令和元年度と令和２年度に事業がまたがっておりますので、令和２年度の予算としては出

来高で８５％ということで０．８５ということになっております。それで、それぞれの負担割合なのですけれど

も、国が３分の２、県が８分の１、市が１２分の１、事業者が８分の１となっております。なお、県の補助につ

きましては、８分の１となっておりますけれども、交付限度額が４００万円と定められておりますので、金額に

いたしますと、国庫支出金につきましては予算書のとおり９，３２１万８，０００円でございます。県につきま

しては７４０万円。市の負担につきましては１，１６５万４，０００円。事業者の負担につきましては県の上限

額との関係がございまして、２，７５５万６，０００円となります。説明は以上でございます。 

○委員長 よろしいですか。 

それでは、議案審査に入ります。 

────────────────────────────────── 

議案第１８号 令和２年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算 

○委員長 議案第１８号令和２年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算について説明を求めます。 

○市民課長 それでは、議案第１８号令和２年度国民健康保険事業特別会計予算について説明をさせていただき

ます。予算書の３４３ページになりますので、お願いをいたします。こちらにありますように、令和２年度予算

の総額は歳入歳出それぞれ６６億９，４３０万７，０００円で、前年度対比マイナス２．８４％、額にしまして

１億９，６０９万７，０００円の大幅な減となります。その大きな要因としましては、被保険者の減少に伴い税

収は若干減るのですけれども、支出をします事業費納付金が１億６，０００万円余り減ることによるものです。 

それでは歳出から説明をさせていただきますので、予算書３５９、３６０ページをお願いします。こちらまず

１款１項１目の一般管理費ですが、説明欄の白丸、国保事務諸経費の主なものは人件費のほか、下から９つ目に

なりますが、電算化共同処理事務委託料から国保情報集約システム運用委託料まで、それぞれいずれも長野県国

保連合会への委託料として支払っているものです。その下、税情報等システム改修委託料３６８万円は、マイナ

ンバーカードによる健康保険の資格確認がいよいよ令和３年３月から始まるために伴いまして、そのシステム改

修と、被保険者証と高齢受給者証が本年８月１日から一体化することになりますので、それに伴うシステム改修

としまして、（株）電算に委託をするものであります。 

２目になりますが、２目連合会負担金は長野県国保連合会への負担金２６０万９，０００円となります。 

その下、２項１目賦課徴収費では、備考欄１つ目の白丸、賦課徴収事務諸経費の主なものとしましては人件費

のほか、次のページになりますが、３６１、３６２ページの下の２つの黒ポツ、税情報等システム使用料３３０
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万８，０００円と、その下の黒ポツ、きのうから幾つかありますけれども、基幹系共同化システム利用負担金２

５１万３，０００円は、現在システムの再構築を行っておりまして、稼働後の３カ月の利用負担金となっており

ます。 

次のページになりますけれども、３６３、３６４ページになります。２款保険給付費につきまして、こちら合

計額が３４７ページに戻るようになりますけれども、３４７ページに総額を記載してあります。保険給付費につ

きましては４７億８，６２２万２，０００円で、一般的な１人当たりの医療費というのは年々増加傾向にあるの

ですけれども、被保険者が減少していることから、前年度比マイナス１％、４，７９９万４，０００円の減とし

て見込んであります。 

たびたび恐縮なのですが、３６３ページに戻っていただきまして、１項療養諸費は一般被保険者分と退職被保

険者分とに分かれておりまして、それぞれが入院、外来、調剤などの給付費である療養給付費と、柔道整復、コ

ルセットなどの治療用の補装具や、はり、きゅう、あんまなどの療養費に分かれておりまして、さらにレセプト

の審査件数に応じて国保連合会へ支払う審査支払手数料と合わせて５つの科目となっております。 

２目と４目にあります退職被保険者につきましては、退職者医療制度というものは既に廃止になっておるので

すけれども、経過措置で残っております被保険者も、この３月末をもちまして６５歳に全てが到達することによ

りまして、令和２年度には人数はゼロになるのですけれども、３月診療分の支払いが翌年度に支払うために、金

額のみ若干計上をしてあることになっております。 

２項にいきまして、高額療養費につきましては、１カ月分の窓口負担金が世帯の所得などに応じた限度額を超

えた場合に支払うものとなっております。 

３６５ページ、４項１目出産育児一時金につきましては２，７３０万円で、前年度実績によりまして、前年度

より１０件分の減額として見込んであります。出産育児一時金につきましては、１件当たり４２万円ということ

になっております。 

次のページにいきますけれども、５項１目葬祭費につきましては５７５万円。前年度より５件分の増額として

見込んであります。葬祭費につきましては、１件当たり５万円ということになります。 

以上、２款の保険給付費につきましては、４項出産育児一時金と５項葬祭費を除き、県から保険給付費等交付

金の普通交付金で交付されることとなっております。 

次の３６９ページをお願いいたします。３款国民健康保険事業費納付金につきましては、県が保険給付費の財

源としまして本市に求める納付金で、診療報酬の改定の影響などを踏まえまして、令和２年度分の県からの指示

額の総額は、大変恐縮なのですが、またページを戻っていただきまして３４７ページに総額を記載してあります。

国民健康保険事業費納付金になりますけれども、上から３行目、１７億６，６３５万９，０００円。前年度対比

マイナス８．４％、額にしまして１億６，２７２万７，０００円と、大きく減額となっております。こちらにつ

きましては、県の平成３０年度国保会計決算による繰越金を令和２年度の納付金の減算に３５億円程度活用して

いること、また、前期高齢者交付金が２６億円増加したことによりまして、県全体の収入が増加しております。

それに応じまして市町村に振り分ける事業費納付金が決まってきますので、そちらがそれぞれ全体的に減ったも

のであります。 

次に３７１、３７２ページになりますけれども、こちらの事業につきましては、健康づくり課で所管しており



4 

 

ますので、説明を健康づくり課からいたします。 

○健康づくり課長 それでは、予算書３７１、３７２ページをお願いいたします。４款保険事業費１項特定健康

診査等事業費１目特定健康診査等事業費になります。備考欄白丸、特定健康診査等事業諸経費６，９１９万円に

つきましては、高齢者の医療の確保に関する法律により、生活習慣病の早期発見・予防を目的としまして、医療

保険者に義務づけられております特定健康診査と特定保健指導に係る経費となっております。前年度と比べまし

て特定健康診査の委託料の単価が引き上げられていることなどから、事業全体で３７０万円余の増額となってお

ります。主なものとしましては、下から５つ目の黒ポツになりますが、特定健康診査委託料５，８００万１，０

００円につきましては、特定健康診査につきまして集団健診を健康づくり事業団に、医療機関健診を塩筑医師会

に委託するものでございます。委託単価が引き上げられたことから、前年度と比べまして２４５万円の増額とな

っております。なお、平成３０年度の特定健診の法定受診率につきましては、速報値で４５．１％でございまし

て、前年度から０．３％上昇しておる状況でございます。その下の特定健康診査等データ管理委託料１２４万８，

０００円につきましては、特定健康診査の結果データの管理を国保連合会に委託するものでございます。 

次に２項保健事業費１目保健衛生普及費になります。備考欄白丸、健康増進事業諸経費４６５万９，０００円

のうち、１つ目の黒ポツ、エイズ予防教室講師謝礼４５万円につきましては、市教育委員会と連携をしまして、

命の輝き教室として性感染症等の正しい知識の普及に取り組んでいるものでございまして、市内の全ての小中学

校で実施を予定しているものでございます。一番下の黒ポツ、保健推進活動費補助金９５万円につきましては、

各地区のヘルスアップ委員が行います健康教室などの地区活動に対する補助金となっております。私からの説明

は以上です。 

○市民課長 それでは、同じページになりますけれども、そちらの下段、保健衛生普及費の備考欄、健康増進事

業諸経費、中段の郵便料、医療費通知委託料、ジェネリック医薬品利用差額通知委託料ですが、医療の適正受診

を促すため及び確定申告の医療費控除に使用できる医療費通知を年３回、また後発医薬品、ジェネリック医薬品

の使用促進によりまして医療費削減を図るために、年２回、使用された医薬品と後発医薬品との差額をお知らせ

する通知の作成を国保連合会へ委託をしまして、また、その郵便料となっております。 

次のページになりますけれども、３７３ページ、２目疾病予防費につきましては、人間ドック等の補助として

１，２００万円を計上しております。人間ドックの補助としましては、日帰りのドック１万５，０００円、１泊

ドック２万円、脳ドック１万円となっております。 

次に少しページが３７９ページまで飛びますけれども、３７９、３８０ページをごらんいただきたいと思いま

すが、７款１項の償還金及び還付加算金で、１目と２目は国保税の過年度還付分となっております。３目償還金

のうち、説明欄３つ目の白丸、過年度国民健康保険事業費納付金（退職分）償還金につきましては、平成３０年

度退職分の保険給付費の確定に伴う償還金となっております。 

歳出については以上となります。 

続きまして、歳入を説明させていただきますので、予算書３４９ページまでお戻りいただきたいと思います。

３４９、３５０ページになります。１款国民健康保険税ですが、前回の平成３０年度の税率改定の際、３年間の

税率据え置きを基本としておりましたので、令和２年度に適用する税率は現行税率に据え置くこととして計算を

してきております。予算書の１目一般被保険者分、２目退職被保険者分の合計額は１３億４，２６０万３，００
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０円を計上いたしました。被保険者が７５歳到達によりまして、国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行す

るなど、被保険者数の減少によりまして、前年度対比マイナス２．１％、２，８３９万円７，０００円の減とし

て見込んであります。 

次のページになります。３５１、３５２ページになりますが、４款１項１目保険給付費等交付金のうち１節の

普通交付金は出産育児一時金と葬祭費を除く保険給付費の全てが県から交付されるものとなっております。２節

の特別交付金のうち保険者努力支援分につきましては、市町村の医療費適正化などの取り組みの評価によりまし

て交付されます。特定健康診査等負担金につきましては、特定健康診査、保健指導の事業費に国３分の１、県３

分の１を負担するものでございます。 

６款１項１目一般会計繰入金のうち１節の保険基盤安定繰入金から５節の財政安定化支援事業繰入金までにつ

きましては、法定に基づき一般会計から繰り入れるものとなっております。一番下の６節その他一般会計繰入金

５，５０１万１，０００円は、特定健康審査等の保険事業費繰入金などのほか、福祉医療費給付金を現物給付と

したことに伴う国庫負担金の減額調整分６２万５，０００円が含まれております。 

次のページになりますけれども、３５３、３５４ページにいきまして、２項基金繰入金につきましては、主に

は国保税率を据え置くことによる収入と標準保険税率を適用した場合の収入との差額を埋めるために必要となり

ます国保財政調整基金からの繰り入れで、８，７２８万２，０００円を計上してあります。国保特別会計の説明

は以上となります。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員の皆さんから質問ございますか。 

○副委員長 特定健診の受診率は上がってきているわけですけれども、先ほどの保険給付費の説明で、被保険者

数は減っているけれども１人当たりの医療費が上がっているという御説明でしたが、１人当たりの医療費が上が

っている要因はどのようにお考えでしょうか。 

○健康づくり課長 １人当たりの医療費が増加傾向でありますけれども、一つの要因とすると重症化であったり

とか、早期発見が遅れているというようなことで重症化によって医療費が上がっているというようなことが想定

されております。 

○副委員長 重症化についてはよく理解できますが、早期発見の遅れというものの対策はどのようにお考えです

か。 

○健康づくり課長 現在未受診者対策ということで、どういうところをターゲットに未受診者の勧奨をしていけ

ばいいかということで対策を講じているわけでありますけれども、国保の運協の委員からもこの受診勧奨の本当

に必要な人はこの健診を受けたことがない人だというふうに言われておりまして、今年度も長年にわたって健診

を受けていない方に受診勧奨をするなど、そんなところをターゲットにして受診勧奨をして、できる限り早期に

体調の不調を見つけられるような勧奨をしているところでございます。 

○副委員長 わかりました。 

○委員長 ほかには。 

○山口恵子委員 ３７２ページ、医療費通知、年に３回通知を出していただいていますが、これの目的について

お聞きします。 

○市民課長 係長から詳細を説明させていただきます。 
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○国保年金係長 医療費通知につきましては、医療の適正化の観点から、本人に医療機関名、日数、金額が載っ

たものになっているのですけれども、主には不正請求の防止も含めた、そういったところを目的として出してい

るところでございます。以上です。 

○山口恵子委員 その関係で、実際に送られた医療費通知と自分が医療機関で支払った料金が時々違うという声

もお聞きするのですけれど、不正請求の件で、実際にどういった状況が把握されているのかお聞きします。 

○国保年金係長 今塩尻市のほうで被保険者の方から、そういう不正請求の疑いがあるという案件は、近年は特

に上がってきておりません。ただ、近隣市、松本市等においては、昨年度の医療費通知において、そういう不正

請求と思われるという市民からの問い合わせもあったという事実もございますので、引き続き医療費通知により

まして適正化に努めてまいりたいと考えているところです。 

○委員長 ほかにございますか。 

○議長 ３７２ページの健康増進事業諸経費の中のエイズ予防教室講師謝礼とありますが、先ほど全小中学校で

予定をしているということですけれど、令和元年度はどのような内容だったのか、小学校と中学校でまた違うの

か、その辺お聞かせください。 

○健康づくり課長 この命の輝き教室でございますけれども、助産師等にお願いをしまして、命の学習であった

りとか、性感染症についての基礎を学ぶというようなことを小学校で行っております。また、中学校におきまし

ても、当然助産師とかを講師にお招きをしてやっているわけなのですけれども、若干内容が、同じ性感染症のお

話であっても少し踏み込んだ内容であったりとか、また、特筆するところでは、デートＤＶについて、この命の

輝き教室で取り上げているところもございますので、そんなところを小学校、また中学校の中で対象者に合わせ

て講師のほうでも配慮をして行っているところでございます。 

○議長 その講師についてですが、非常に親しみやすくわかりやすい内容だという評判を聞いております。地元

にも講師はいるわけで、今後とも幼少期からしっかり知識あるいは大切さが伝わるように、これからもぜひ令和

２年度もやるということですので、よろしくお願いしたいと思います。要望です。 

○永田公由委員 勉強不足で申しわけないのだけれど、県へ統一されたよね、去年かな、市町村から県へなって、

どこがどういうふうに変わったか、そういうところ細かく説明してください。小澤委員除いて、私たちほかの委

員会だったもので、去年の予算審査に入っていないもので、県へ移行して県が今度は保険者になったわけですよ

ね。市町村から移って、どういうところがどういうふうに変わったかというのを、きょうは時間があるので説明

してください。 

○市民課長 もともと今までの制度にしますと、各市町村それぞれで保健税率、自分のところでかかる医療費を

もとに算出をさせていただいて保険料を決めていて、独自で保険料を徴収していたという制度になるのですけれ

ども、今度は全県統一という形になりますので、県が全体の医療費にかかる保険給付費というのを計算をしまし

て、支払いについてはこのくらいだという計算をします。それは一律になってくるものですから、それを人口案

分だとかというものに応じて、各市町村に配分をしてきて、各市町村からはこれを納めなさいという形で来ます。

それをもとに各市町村ではそれぞれ保険料を計算をしまして、うちは去年よりちょっと上げないとなかなか県に

払う分が賄えないということで保険料を上げたりとかという形をします。ちょっと上げ過ぎだと思うときには、

例えば基金からの繰入金を活用したりとか、保健税率で全て賄うということも考えることはできるのですが、そ
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うしますと保険料が一気に上がってしまうので、それを抑えるためにそういったことをするところも出てきてお

ります。今までは市で徴収したお金はそのまま市で使って、それを保険給付費に回していたのですが、それを市

で徴収はするのですけれども、今度その集めたお金は一括県に納付して、県が全て収入から保険給付費を、逆に

支払いをするという形になりますので、市のほうで保険給付費が一気にふえたからといって、補正なりで多くを

しなくてもよくなるといいますか、県から給付としてきますので、市のほうでは慌てることなくできるような形

になります。ただ、それに応じて県としましては、保険給付費を去年の実績でただ配分をしてしまうと、当然足

りなくなったりということがあるものですから、それを見越して保健税率を計算をしまして、市町村に多目に請

求しているとは言いませんけれども、適正な額を配分をして、指定をしてきた金額をうちは納めているという形

になりますので、財布が本当に市町村から県になったと思っていただいて、支払いも徴収も市がやっていたもの

を県がやるという形と思っていただければと思います。 

○永田公由委員 退職者の被保険者がなくなったよね。それも統一されたことによって、退職者の関係はほかへ

移ったということですか。 

○市民課長 退職者につきましては、基本７５歳到達になれば後期高齢者に移るのですけれども、６５歳になっ

た時点で、一般国保のほうに入ってきますので、今まで優遇されていたものが通常の一般国保のほうへ含まれる

という形になります。その経過措置もこれで終わりますという形になりますので、全てがもう退職という人はい

なくなり、国保に一緒になるという形でございます。 

○永田公由委員 それと、ここにある現行税率と標準税率とあるのだけれど、これはそれぞれの市町村で標準税

率に見合って決めていくという理解でいいわけですか。 

○市民課長 そうです。標準税率が県から一律示されますので、それに応じて各市町村が自分のところの税率と

比べまして、自分のところは上げるのか下げるのか、どういう政策を打っていくのかというのを決めるような形

になります。 

○永田公由委員 それと、財政調整基金はそれぞれの市町村で持っていて、適宜に使えるということですか。 

○市民課長 基金につきましては、各市町村やり方はそれぞれであります。基金を保有していないところもあり

ますので、そういうところは赤字補填的な形で法定外の繰り入れをしなければできないところも出てくるかと思

います。塩尻につきましては、基金を持っておりますので、平成３０年度の税率改定のときに５億円ほどあった

基金を、今後どういう形で保険税３０％軽減していますので、それに充てていきながら３年間はその基金の中で

できるのではないかということで３年間は据え置くという計算をしておりまして、来年度も基金の減りを見ます

と、税率を上げなくても賄えそうだということでこの基金を活用している状況であります。 

○永田公由委員 残は、今どのくらいありますか。 

○市民課長 昨年末の時点では５億円ほどありました。まだことしはあるのですけれども、一応ことしの決算見

込みとしましては、３億９，０００万円ほどの見込みでおります。なおかつ、来年据え置いてありますので、来

年度の最終的な基金の見込みとしては３億円程度残るのではないかということで予定をしております。 

○永田公由委員 ありがとうございました。いいです。 

○小澤彰一委員 今お尋ねしようと思ったこと、永田委員からありましたので。財政調整基金というものが、も

しなくなった場合、一般財政からの補填というのはもうあり得ないということですか。 
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○市民課長 詳細を係長のほうから説明します。 

○国保年金係長 基本的に今の国保制度の改正後につきましては、もともと国保制度の改正の趣旨が、脆弱な国

保財政の安定化を図るということで、県単位にすることで安定化をしましょうというのが改正の趣旨だったもの

ですから、基本的に赤字補填を独自で各自治体がやるということは原則禁止を、今、されているのが現状でござ

います。赤字の団体については、赤字解消計画というものをつくっていく形にはなるのですけれども、現在の制

度では、県のほうが設けている財政安定化基金というところがございますので、そこから基金を、県の大きいパ

イの中から借りて運営をするというのが全体的なルールになっているところでございます。以上です。 

○小澤彰一委員 そうすると、先ほど質問があったように、例えば自分の自治体の中で、自分の市なり町の中で、

医療機関が少ないところと医療機関が密集しているようなところとでは、使うお金の量というのは違うのですけ

れども、それは県のほうで調整するという意味なのでしょうか。 

○市民課長 おっしゃるとおり、それぞれの医療機関の数も違いますし、医療格差というのは当然あるものです

から、それぞれのまず、国保財政のロードマップも今県がつくっていまして、県の統一を目指していくというこ

とが言われていますので、それに合わせて県が示した税率を各市町村でいつまでにどこに合わせるかというのを

今県が目合わせをしているところであります。 

○小澤彰一委員 細かいこと聞いて済みません。例えば、県のほうで２月に標準税率を各市町村に提示します。

そのときには、そういうことは算定の中に入っているのですか。 

○市民課長 そうです。県はそれを承知で、各市町村もそれを承知の上で、標準税率を県から来るのをどのくら

いになるかというのを注視していますので、県も当然承知をしていますし、市町村も承知をしております。 

○小澤彰一委員 意見みたいになるかもしれませんけれど、先ほど副委員長がおっしゃったように、重症化とい

う傾向があるというのは、例えば松本まで透析に通わなければならないと、市内ではなかなか十分にできないと

いった場合に、なかなかできないのでそれが重症化してしまうというようなことがあって、やはり医療格差がそ

ういう重症化ということを招いているのではないかと思ってしまうのですけれど、それは市としては何か手立て

というかお考えあるのでしょうか。 

○市民課長 市の手立てと言いますより、当然この松本圏域におきましては信州大学病院があったりとか、高度

医療ができる医療機関が多いものですから、地域間格差というのは、この中信地区におきましては医療水準は非

常に高い形になっております。それに応じて、県単位におきますと、もっと当然低い医療水準のところもありま

すので、松本圏域だけを見ますと、非常に高い保険料を負担していかなければいけないのですが、県全体として

医療費水準を見たときの水準を、県としては何年後に合わせていこうという形で検討しておりますので、医療費

水準が高いところは低くなるのか、低いところは高くなるのかということはあるかもしれないですけれども、そ

こを各市町村ではそれぞれ説明をしていきながら統一化を目指していきましょうということになっております。 

○委員長 ほかにございますか。 

○山口恵子委員 ３６３ページの高額療養費が来年度予算では前年度より減少しているのですけれど、その辺の

理由についてお聞きします。 

○市民課長 詳細は係長から説明します。 

○国保年金係長 医療給付費、全般保険給付費の見込みの方法なのですけれども、当然県のほうで国から示され
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る確定係数という診療報酬の改定だとかを含めた保険給付費については、一旦県のほうで見込みをしているとこ

ろでありますが、実態として塩尻市の現状について、大体平成３０年度と当該年度なので本年度の保険給付費の

給付状況を踏まえて、市のほうで保険給付費については一応見込みをしているところであります。本年度の執行

状況を踏まえますと、入院が本年度大分減少をしておりまして、来年度については約２，０００万円程度の減額

を見込んだというところでございます。以上です。 

○山口恵子委員 市全体として医療費はふえていく中で高額療養費の対象の方は少ないということは、医療の手

立てが必要な人はふえてきて、金額ではなく、そういった対象になる人がふえてきているという考え方でよろし

いですか。 

○国保年金係長 高額療養費の制度は、かなり基準がよく変わっているところでございますが、基本的には対象

者数についてはふえているのは事実ですけれども、実際本年度の予算と比較しますと、全体の予算額としては、

本年度決算を打てばちょっと剰余金が出てくるという。入院が平成３０年度についてはかなり高くて、当然入院

される方というのは高度医療を受けられるので、高額療養費として支給する分がふえます。ただ、平成３１年度

につきましては、高額療養費の対象になるような大きな入院をされる方が減少傾向でございましたので、そうい

ったところを踏まえて、来年度の予算については若干減を見込んだというのが現状なのですが、高額療養費の対

象の方自体は、毎月４００件ほど出てきておりますので、微増傾向であることは事実でございます。以上です。 

○委員長 ほかにございますか。 

○山口恵子委員 歳入のところで、３５２ページの保険者努力支援制度についてお聞きしたいと思います。今ま

では加点方式でこの保険者努力支援制度で交付金があったのですけれど、今後マイナス方式に変わったというこ

とで、塩尻市の状況だと、どの辺がマイナスになっているのかお聞きします。 

○国保年金係長 保険者努力支援制度で、塩尻市のほうでマイナス点を受けているものは現時点ではございませ

ん。マイナス点については議会の答弁でもありましたけれど、例えば、赤字補填の繰り入れをしていて赤字解消

計画を定めていない自治体だとか、そういったところはマイナス点、要は本来３０点あったところでも１０点引

かれてしまうとか、そういう仕組みになっております。保険者努力支援制度については、当然先進的な取り組み

のところに点数が多く組み込まれているということで、今は介護と保健予防の一体化だとか、そういったところ

の取り組みに重点が置かれてきているところも事実ですし、あと重症化予防、そういったところの点数が高くな

ってきているのが事実です。毎年加点が変わっていきますので、塩尻市のほうでも、できるだけ先進的な取り組

みに入るように努めていきたいというところがございます。以上です。 

○山口恵子委員 このポイントの１２の指標がある中で、市民への健康づくりのためのインセンティブをつける

ということで、来年度から塩尻市も健康ポイント制度が始まりますが、そういった制度もこの努力支援制度の交

付金にいい影響を示していけばいいかなというふうに思っているのですけれど、その辺はどのように判断されて

いますか。 

○国保年金係長 保険者努力支援制度の算定方法を単純にちょっと申し上げますと、２０１９年度の本年度にお

いては、来年度２０２０年度の取り組みを評価してお金をいただくという形になります。なので、本年度の当初

予算の３５２ページにあります３，３２４万円ほどについては、本年度算定をして、来年度の取り組みを評価し

ておりますので、山口委員のほうでありましたインセンティブの関係は、新たに点数として加点を取れている部
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分として算定をしていただいているところであります。以上です。 

○委員長 いいですか。ほかにございますか。よろしいですか。 

それでは質疑を終了します。自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので討論を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、議案第１８号令和２年度塩尻市国民健康保険事業特別会計予算につきましては原案のとお

り認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め議案第１８号につきましては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

議案第２２号 令和２年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算 

○委員長 それでは次に議案第２２号令和２年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算を議題といたします。

説明を求めます。 

○市民課長 それでは、予算書４６０ページをお願いいたします。議案第２２号令和２年度後期高齢者医療事業

特別会計予算について説明をさせていただきます。こちらにありますように、予算の総額につきましては８億３，

３４１万６，０００円で前年度対比プラス６．８％、５，２７９万円の増額となっております。後期高齢者医療

制度につきましては、県に設置されました長野県後期高齢者医療広域連合が運営主体となりまして、被保険者の

資格管理、医療給付、保険料賦課、保険事業など制度の全般を担っております。市町村はこれに対して協力して

事務を行う形となっておりまして、市町村では被保険者からの各種申請や届け出の受け付け、保険証等の引き渡

し、保険料の収納、広報、相談業務など、窓口業務を中心に担当しておりまして、徴収した保険料は納付金とし

て広域連合へ納付しております。 

それでは歳出から説明をしますので、４７０、４７１ページをお願いいたします。４７１ページになりますが、

１款総務費は職員人件費などの１目一般管理費とシステム使用料などの２目徴収費となっております。 

一般管理費につきましては、説明欄５つ目の黒ポツ、特別旅費につきましては、後期高齢者医療広域連合への

派遣職員１名派遣しておりますので、その職員に対する旅費となっております。 

また、徴収費では、説明欄下から３つ目の黒ポツ、後期データ連携パソコン導入委託料は、広域連合の標準シ

ステムと本市の基幹系システムとの間におきまして、所得や資格データの連携を自動で行うための端末を新たに

導入するための委託料となっております。 

２款１項１目広域連合納付金は、徴収した保険料と一般会計から繰り入れる保険料軽減相当額を広域連合へ納

付するもので、８億２，１４７万１，０００円で前年度対比プラス６．６％、５，０８９万円の増額となってお

ります。 

次に４６６、４６７ページをお願いいたします。歳入になりますけれども、４６６ページ、１款後期高齢者医

療保険料は広域連合の試算におきまして、６億６，２４０万円で、被保険者数の増加、保険料率の改定によりま

して、前年度対比プラス７．６％、金額にしまして４，６９０万円の増額となっております。 
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３款１項一般会計繰入金は事務費と保険料軽減相当額の繰入金で、合計で１億４，７３３万４，０００円を計

上し、そのうち保険基盤安定繰入金につきましては、歳出で説明したとおり全額を広域連合へ納付いたします。 

後期高齢者医療事業特別会計の説明については以上となります。 

○委員長 それでは質疑を行います。委員の皆さんから質問ございますか。 

○永田公由委員 この保険料の徴収はほとんど年金受給者だと天引きだが、そういうことですか。 

○市民課長 そうです。年金からの天引きする特別徴収になっております。 

○永田公由委員 その中で９００件近い人の督促手数料を計上してあるのだけれど、やはり払えない人はいるの

ですか。 

○市民課長 こちらにつきましては、年金からの特別徴収ではなくて、普通徴収と言われる納付書で納める方の

納め忘れというのが結構ありますので、そちらに対するものとなっております。 

○永田公由委員 わかりました。 

○委員長 ほかにはございますか。よろしいですか。 

それでは質疑を終了します。自由討議ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので討論を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、議案第２２号令和２年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計予算につきましては原案のと

おり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２２号につきましては全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

────────────────────────────────── 

議案第２６号 令和元年度塩尻市一般会計補正予算（第６号）中 歳入全般、歳出１款議会費、２款総務費 

（１項総務管理費１４目市民交流センター費を除く）、３款民生費中１項社会福祉費７目国民

健康保険総務費、８目後期高齢者医療運営費、４款衛生費（１項保健衛生費１目保健衛生総務

費、２目予防費、３目保健対策費、４目母子保健費、６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設

置事業及び２項清掃費１目し尿処理費を除く）、９款消防費、１２款公債費、第２条繰越明許

費、第３条地方債の補正 

○委員長 次に議案第２６号令和元年度塩尻市一般会計補正予算を議題といたします。説明を求めます。 

○総務人事課長 それでは５０、５１ページ以降の歳出からお願いをいたします。歳出全体を通しまして人件費、

それから臨時職員賃金の関係でございますけれども、多くの科目で補正をお願いしてございます。この人件費関

係の内容につきましては、補正の理由が各該当科目とも共通しておりますので、私のほうからその内容について、

まず一括して御説明を申し上げます。以降、各担当課からの人件費関係の説明は原則として省略をさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。人件費関係について、年度末までを見通した上で、各該当科目におき

まして、職員給与費、嘱託員報酬、それから臨時職員賃金につきまして補正をお願いするものでございます。以

上でございます。 
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では続きまして、議会費は飛ばさせていただきまして、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の一番右側、

説明欄の白丸、職員給与費、最初の黒ポツでございますけれども、一般職手当６，５００万円につきましては、

一般退職によります職員の退職手当が不足することから、増額をさせていただくものでございます。 

次の白丸、法制執務費、平和記念事業費、庁舎施設管理費、車両管理諸経費、契約事務諸経費につきましては、

いずれも事業費の確定及び決算の見込みに伴う補正減となっております。私からは以上です。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして５２、５３ページをお願いいたします。一番上の白丸、固

定資産評価審査委員会費の固定資産評価審査委員の報酬でございますが、令和元年度の固定資産税の課税台帳に

載っている評価額に対する審査の申し出がございませんでしたので、その分の報酬の減額となりますので、よろ

しくお願いいたします。固定資産のほうにつきましては、以上になります。 

○経営戦略課長 続きまして、２目秘書広報費につきましては、広報広聴活動事業のそれぞれ事業費の確定に伴

います減額であります。以上です。 

○会計管理者 ３目会計管理費でございますが、歳出の補正はございませんが、歳入のほう、財源となっており

ます諸収入の県収入証紙売りさばき手数料の減額補正に伴いまして、財源の振りかえたものでございます。以上

です。 

○財政課長 続きまして、５目財産管理費につきましては２，１２９万１，０００円の増額でございます。主な

ものにつきましては、１つ目の白丸、基金積立金のうち、利子積立金につきましては決算見込みに基づきまして

補正するものでございます。そのほか、下から４つ目の黒ポツ、森林環境保全基金元金積立金、その下の知恵の

交流基金元金積立金、１つ飛びまして、協働のまちづくり基金元金積立金につきましては、ふるさと寄附の決算

見込み、また法人等からの寄附を積み立てるものでございます。また、下から２つ目の黒ポツ、循環型社会推進

基金元金積立金につきましては、塩尻市森林公社からの寄附金１，７００万円を基金へ積み立てるものでござい

ます。私からは以上でございます。 

○地方創生推進課長 おめくりいただきまして５４、５５ページになります。６目企画費になります。説明欄白

丸、シティプロモーション事業でございますが、こちら２件ともふるさと納税にかかわる経費の増額になります。

後ほど歳入の説明あると思いますが、今年度末のふるさと納税の収入額６億２，４００万円を見込んでおります

ので、それに伴う返礼品のお金、それからポータルサイトの特設案内の使用料の増額を要求したものでございま

す。 

続きまして白丸、移住定住促進事業、同じくシビックイノベーション推進事業ですが、地域おこし協力隊員の

報酬の実績に合わせて減額するものでございます。 

次の白丸、官民連携共創事業、工事等負担金２億３，０００万円でございます。こちらの補正でございますけ

れども、１月２５日に竹中工務店と締結した地域連携協定において、市と竹中工務店と連携して取り組む３つの

事業がございますが、そのうちの歴史的建物活用まちづくり事業において、奈良井宿の旧民宿ほいほいと旧杉の

森酒造の２件を新たな観光拠点として整備するものでございます。旧民宿ほいほいにおきましては宿泊施設、杉

の森酒造につきましては宿泊、レストラン、温浴施設にそれぞれ改修するものでございます。ここで計上してお

ります２億３，０００万円でございますけれども、２件のうちの旧杉の森酒造の改修のうち、レストランと温浴

施設を整備するものでございます。２億３，０００万円の内訳でございますが、レストラン、温浴施設の改修本
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体工事として１億円、電気・機械設備工事で８，２００万円、実施設計・設計管理で３，０００万円、両施設の

什器・備品等購入費で１，８００万円でございます。なお、この２億３，０００万円の財源内訳でございますけ

れども、什器・備品等購入１，８００万円は地方創生推進交付金を活用させていただきます。２分の１が交付金、

残額９００万円につきましては一般財源ではございますが、例年ですと、この一般財源につきましては特別交付

税で５６％措置されるということになっております。残る改修工事の本体２億１，２００万円は、地方創生拠点

整備交付金を活用させていただきます。２分の１、１億６００万円が交付金、残る１億６００万円は一般補助施

設整備等事業債、通称補正予算債と呼ばれておりますけれども、こちらの起債を充当させていただきますが、こ

の償還につきましては、普通交付税が５０％ほど充当される見込みでございます。本会議でも説明させていただ

きましたが、旧杉の森酒造におけるレストランは地産地消の洋食系のレストランを想定しており、まきストーブ

の設置や木質での改修、それから木質製品の什器などを整備してまいります。また、温浴施設は木質バイオマス

ボイラーの活用を予定しております。このようなことから、本協定の理念である森林グランドサイクルの創出に

向け、地域の森林資源の利活用、バイオマス燃料等の地域内循環のモデル施設として、こちらの整備については

塩尻市森林公社が主体となって整備をするため、このたびこの工事等負担金を支出するものでございます。なお、

ほいほいと旧杉の森酒造２件の宿泊部分の改修につきましては、資金調達も含め民間側で全て整備するものでご

ざいます。今回のこの改修にあたり、森林公社と竹中工務店で出資をして、施設改修を目的とした新会社を設立

していく予定でございます。また、運営につきましては、運営を目的とする別会社を新たに設立して、民間のノ

ウハウを活用して施設のテナント的運営をしていく予定でございます。施設改修を目的とした新会社は３月の設

立予定を目指しております。今後のスケジュールでございますけれども、２件の物件の現地調査を現在している

ところでございます。この春、なるべく早い時期に改修の着手の予定をしておりますが、２件の改修に当たり、

県の建築審査会の案件となる可能性が高いものですから、その場合においても、遅くも６月から７月には改修工

事に着手、いずれにしましても令和２年度中の竣工、翌令和３年度の春以降のオープンを想定しております。最

後になりますが、地元とのかかわりについてでございますが、本会議でも御説明したとおり、奈良井宿と奈良井

観光協会と、これまで数回、説明会や意見交換会を行ってまいりました。実は、あす３月７日も区で総会がござ

いまして、説明の場所を与えられておりましたが、今回のコロナウイルスの関係で、区の総会自体が延期になり

ました。ただ、この奈良井宿の事業につきましては、施設の運営、営業にあたり、宿場内の既存の店舗や住まわ

れている方々の住民の皆様とあらゆる形で連携をしていかないといけないと思っております。ですので、今後も

奈良井区とは十分な話し合いや将来のまちづくりに関する話し合いの場は設けていきたいと考えております。以

上でございます。 

○情報政策課長 それでは引き続き、７目情報開発費でございます。２７２万８，０００円につきましては、事

業費確定に伴う減額となっております。以上です。 

○地域振興課長 次の８目地域づくり振興費、ページをおめくりいただきまして、次の９目支所費、いずれも事

業費確定による減額をするものであります。以上です。 

○総務人事課長 ページをおめくりいただきまして、５８、５９ページをお願いいたします。１２目職員研修費

の説明欄の白丸、人材育成事業は事業費の確定による補正減となっております。私からは以上です。 

○危機管理課長 続きまして、その下の１３目防災防犯費をお願いいたします。説明欄、防災施設・設備等整備
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事業３，０７２万５，０００円の減額につきましては、事業費の確定により減額するものです。以上です。 

○税務課長 続きまして、６０、６１ページをお願いいたします。２項徴税費２目賦課徴収費でございますが、

こちらにつきましては２６８万５，０００円を減額するものでございます。最初の賦課事務諸経費、次の固定資

産評価替等対応事業、次の徴収事務諸経費につきましては、事業費の確定に伴い減額するものでございます。以

上でございます。 

○市民課長 その下になります。３項１目戸籍住民基本台帳費８０９万３，０００円になりますけれども、説明

欄上の２つの黒ポツは事業費確定による減額であります。その下３つ目の黒ポツになりますが、個人番号カード

交付事業交付金につきましては、通知カード、従来から出ています紙の通知カードやマイナンバーカードにかか

わる事務費として人口規模や発行件数等によりまして国全体の交付金を案分し、地方公共団体情報システムＪ－

ＬＩＳへ支払うものでございますが、その支払いに対しましては、それと同額を国庫補助金として国が負担をす

るため、歳入におきましても個人番号カード交付事業補助金として同額を増額補正しております。以上です。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして、４項選挙費１目選挙管理委員会費でございます。説明欄

の白丸、委員会運営等事務費でございますが、選挙システム使用料につきましては、選挙人名簿を管理している

システムのサーバーでございますが、平成３０年１２月に５年間のリースを終了し機器を取りかえる予定でござ

いましたが、基幹系のシステムの切りかえが令和３年１月ということがございましたので、そのときまで再リー

スという形でもたせるという形でしている関係から、使用料の減額という形になりますので、よろしくお願いい

たします。 

 続きまして、６２、６３ページ、それから６４、６５ページでございますが、昨年執行されましたそれぞれ選

挙、参議院議員通常選挙、県議会議員一般選挙、６４ページの市会議員一般選挙につきましては、それぞれ選挙

の執行に伴います、精算に伴います補正減となりますので、よろしくお願いいたします。 

 ６６、６７ページのところでございますが、６目財産区議会議員選挙でございますが、これにつきましては、

令和元年８月４日に執行された宗賀と北小野の２つの財産区の議会でございますが、それぞれ７人、８人の定数

に対しまして立候補が同数でございましたので、無投票となりましたことから精算になりますので、よろしくお

願いいたします。選挙管理委員会としては以上になります。 

○経営戦略課長 続きまして、５項統計調査費２目基幹統計調査費につきましては、国勢調査の調査区設定作業

に係ります不用経費の減額であります。以上であります。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 続きまして、６項監査委員費１目監査委員費でございますが、監査事

務諸経費につきまして、不用額の補正減となりますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○市民課長 では、７０、７１ページになりますけれども、３款民生費１項７目国民健康保険総務費は説明欄の

白丸、国民健康保険事業特別会計繰出金６９７万１，０００円の減額となっております。こちらは保険税軽減分

と保険者支援分の保険基盤安定繰出金の額が確定したことによるもののほか、出産育児一時金などの繰出金の減

額に伴うものとなっております。 

その下、８目後期高齢者医療運営費の１つ目の白丸、後期高齢者医療広域連合負担金は、広域連合への負担金

の確定によりまして、３，０５４万６，０００円の減額となっております。２つ目の白丸、後期高齢者医療事業

特別会計繰出金は、保険料軽減額の確定によりまして１１４万３，０００円の増額となるものです。以上となり
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ます。 

○生活環境課長 それでは飛びまして、７６、７７ページをお願いいたします。５目環境衛生費以降でございま

す。７７ページの下の段の白丸、環境衛生事務諸経費以下、次の７８、７９ページをお開きいただきまして、７

９ページの上の白丸、地区衛生推進事業以下、中段の白丸、合併処理浄化槽設置事業及び一番下のし尿処理施設

管理費は水道事業部でございますので、それらを除く事業、次の８０、８１ページをお開きいただきまして、８

１ページの上から２つ目の白丸、資源リサイクル推進事業まで、事業の確定、決算見込みによる減額でございま

すが、上の白丸、廃棄物等収集運搬処理事業の２つ目の黒ポツ、証紙売りさばき手数料１１３万１，０００円及

び３つ下の黒ポツ、ごみ袋出荷管理票貼付委託料１９万５，０００円につきましては、ごみ処理手数料の一部を

市民の皆さんに御負担いただいておるわけでございますけれども、証書を印字した証紙つき指定ごみ袋は卸問屋

を通じまして登録された各小売店へ販売をされております。卸問屋が証紙つき指定ごみ袋を購入し証紙代金を納

付する際、証紙売りさばき手数料として証紙代金の１０％を卸問屋にお支払いをしておるものです。また、証紙

つき指定ごみ袋は、１セットの外装袋に卸問屋ごとに６桁の証紙出荷管理票が張りつけられることによりまして、

正規のルートで流通をしているということになりまして、出荷管理票１枚につき５円の張りつけ料を袋製造会社

に委託料として支払うものでございます。昨年前半期にごみ袋の多量購入がございまして、処理手数料の歳入の

増額とともにこの支出が必要となり、増額の補正をお願いするものでございます。説明は以上です。 

○危機管理課長 それでは飛びまして、９２、９３ページをお願いいたします。９款消防費１項２目非常備消防

費、説明欄の白丸、消防団諸経費１，１３０万５，０００円の減額、その下の３目消防施設費の白丸、消防施設

整備費１６万８，０００円の減額は、それぞれ事業費の確定による減額であります。以上でございます。 

○財政課長 それでは飛びまして、１０８、１０９ページをお願いいたします。１２款公債費につきましては、

元金及び利子、それぞれにつきまして決算見込みに基づく減額でございます。 

続きまして、歳入について御説明を申し上げますので、お戻りをいただきまして１８、１９ページをお願いい

たします。歳入全般におきましても、額の確定、または決算見込みによる補正でありますので、主なものについ

て御説明を申し上げます。 

１款市税につきましては、１月の調定額と徴収見込み率から決算額を見込みまして補正をするものでございま

す。１目個人市民税につきましては、納税義務者の増加などによりまして、８，６００万円の増額。２目法人市

民税につきましては、製造業の若干落ち込みがございまして、６，８００万円の減額。２項１目固定資産税につ

きましては、新築家屋、償却資産の増加などによりまして、１億７，７００万円を増額するものでございます。 

おめくりいただきまして、２０、２１ページをごらんください。２款からの地方譲与税及び交付金等につきま

しては、額の確定によりまして、それぞれ予算額との差額を補正するものでございます。 

それでは飛びまして、２４、２５ページをお願いいたします。１１款地方交付税のうち普通交付税につきまし

ても、予算額と交付決定額との差額１億８，６２１万７，０００円を増額するものでございます。 

 おめくりをいただきまして２６、２７ページをお願いいたします。１４款の使用料及び手数料につきましても

決算見込みによるものでございます。１項２目の民生使用料の保育料につきましては、未満児の利用が見込みを

上回ったということによるものでございます。 

 おめくりをいただき、２８、２９ページをお願いいたします。２項３目２節の清掃手数料の２つ目の黒ポツで
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ございます。廃棄物処理手数料につきましては１，１３１万３，０００円の増額でございますけれども、先ほど

歳出で説明がありましたように、ごみ袋の販売が当初見込みを上回ったということによるものでございます。 

 おめくりをいただき、３０、３１ページをごらんください。１５款国庫支出金につきましては、歳出の補正に

伴うものなどでございます。うち、２項１目１節総務管理費補助金の２つ目の黒ポツでございます。地方創生拠

点整備交付金１億６００万円及びその下の地方創生推進交付金９００万円の増額につきましては、歳出で御説明

を申し上げました官民連携共創事業に伴う国２分の１の補助でございます。 

 おめくりをいただきまして、３２、３３ページをお願いいたします。５目１節農業費補助金のうち農業農村整

備事業補助金２，９３９万２，０００円の増額につきましては、国の補正予算に対応して前倒しをいたしました

ため池耐震化事業に伴うものでございます。 

また、７目１節道路橋梁費補助金の社会資本整備総合交付金（道路）につきましては、保育園児等の散歩コー

スに係ります交通安全施設整備事業の前倒し、また除雪対策事業、道路関連事業の補正に伴うものでございます。 

 ８目教育費国庫補助金のうち１節小学校費補助金及び２節中学校費補助金のうち公立学校情報通信ネットワ

ーク環境施設整備費補助金、こちらの増額につきましては、国の補正予算に対応いたしまして小中学校に高速大

容量の通信ネットワークを整備することによるものでございます。 

 ２つ飛びまして６節体育施設費補助金の学校施設環境改善交付金１億９，２３４万８，０００円につきまして

は、国の補正予算に対応いたしまして新体育館建設事業のうち補助対象分を前倒ししたことによるものでござい

ます。 

 おめくりをいただきまして３４、３５ページをお願いいたします。１６款県支出金につきましても国庫支出金

同様、歳出の補正に伴うものでございますので、飛びまして３８、３９ページをお願いいたします。 

１７款財産収入のうち１項２目１節の利子及び配当金につきましては、歳出で申し上げましたとおり基金の利

子収入を補正するものでございます。 

 おめくりをいただき４０、４１ページをお願いいたします。１７款２項２目の物品売払収入４２０万３，００

０円の増額につきましては、不要となりましたマイクロバス、また消防積載車などを官公庁オークションにより

処分したものでございます。 

 １８款寄付金につきましては、歳出で申し上げましたとおり、ふるさと寄附の決算見込みまた森林公社などか

らの寄附によるものでございます。 

１９款２項１目の基金繰入金につきましては、可能な限り基金からの繰り入れを減額したところでございます

し、１節の財政調整基金繰入金につきましては、全額となります５億９，４００万８，０００円を減額したもの

でございます。 

 ２０款繰越金につきましては、これまでの補正においても財源として計上してまいりましたが、なお残額の１

億９，０９４万５，０００円を補正するものでございます。 

 おめくりをいただきまして４２、４３ページをごらんください。２１款諸収入につきましてもそれぞれ額の確

定または決算見込みによるものでございます。 

 飛びまして４６、４７ページをお願いいたします。２２款の市債につきましては、１５款国庫支出金で申し上

げました事業のほか起債対象事業の確定などによるものでございますのでお願いいたします。 
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 それでは、お戻りをいただきまして７ページをお願いいたします。７ページ第２表の繰越明許費でございます

けれども、国の補正予算に対応したもののほかそれぞれの事業の進捗状況などによりまして、ごらんをいただい

ております１７事業を令和２年度に繰り越すものでございます。 

 おめくりをいただきまして８、９ページをごらんください。８ページから１４ページまでの第３表地方債補正

につきましては、事業費の確定などに伴いまして起債の限度額の変更または追加をするものでございます。説明

につきましては以上でございます。 

○委員長 それでは、１０分間休憩といたします。 

午前１１時１４分 休憩 

――――――――――― 

午前１１時２１分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開いたします。 

 質疑を行います。委員の皆さんから質問ございましたらお願いいたします。 

○永田公由委員 ５５ページの官民連携共創事業について、古畑課長のほうからいろいろと説明をいただいたの

ですが、市が財政負担するのは単費で５，３００万円という理解でいいわけですか。 

○地方創生推進課長 地方創生拠点整備交付金の起債の部分が５，３００万円で、これは多分起債期間が長く２

０年の償還みたいな形になろうかと思いますが、それともう１つ推進交付金のほうの９００万円がありまして、

これは一般財源なのですが、特別交付税で毎年ですと５６％措置されますので、４４％分が一般財源、約３９０

万円ほどになりますけれども、これが市の一般財源という数字上はなります。以上です。 

○永田公由委員 それで、これだけ市が負担して竹中工務店はどのくらい出すわけですか。 

○地方創生推進課長 現在の想定であります。２件の宿泊部分の改修として３．３億円を想定しております。た

だこちらのほうは、先ほど県の建築審査基準の話がありまして、場合によっては若干もう少しふえる可能性もあ

るというふうに聞いております。以上です。 

○永田公由委員 それで、この改修については森林公社と竹中で会社を立ち上げてやるということなのですけど、

例えば森林公社から取締役なり役員として何人が入れるのか、それと会社自体の規模はどういった規模になるの

か、わかっていたらお願いいたします。 

○地方創生推進課長 現在そこのところを最終調整に入っております。森林公社からは役員として今想定してい

るのは１人から多くても２人なのかなというような形で、竹中側のほうは今、社内調整をしているので、まだは

っきり出ておりません。以上です。 

○永田公由委員 そうすると、この新しくできる会社が改修工事をして、できた施設についてはテナントとして

という説明がさっきあったと思うのだけど、いわゆるほかのところにテナントとして貸し付けるという解釈です

か。 

○地方創生推進課長 改修会社が改修した後の資産を持ちまして、別に今度運営する新会社も設立いたします。

こちらのほうに一般的に言うと施設利用契約みたいな形にして、その運営会社は利用料をこの改修会社のほうに

入れていくというような形になりますので、一番わかりやすいのがウイングロードのテナントみたいな形になる

とは思いますけれども、そのような手法で行きたいというふうに今は想定しております。以上です。 
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○永田公由委員 そうすると今度、森林公社とつくる会社には毎年のようにテナント料が入ってくるということ

でいいわけですか。 

○地方創生推進課長 そのとおりでございます。 

○永田公由委員 それで、今運営会社を新しくつくるという話なのですけれども、これには森林公社なり市は出

資をされるわけですか。 

○地方創生推進課長 現時点の話で大変恐縮ですが、こちらの運営会社のほうには市及び森林公社は関与しない

方向で今のところ詰めております。以上です。 

○永田公由委員 それから杉の森の建物というのは重伝建に指定されていると思うんだけれども、この辺の関係

というのは改修に当たってどういうふうになりますか。 

○地方創生推進課長 先ほど言いましたとおり、県の建築審査会のほうの案件になった場合に当然建築基準法に

適合していくようなものをつくらなければいけないのですが、今、委員御指摘のとおり、逆に重伝建のほうは保

全をしていかなければいけないという形のもので、実はここが相反している部分が若干ありますので、ここのと

ころを県も含めて調整をしていかなきゃいけないという手続が実は残っておりまして、先ほど来ちょっと時期が

はっきりしなくて大変恐縮なんですけれども、そこら辺の調整を実はしていかなければいけない。片方は建築基

準法で押し通さなければいけないところもあるんですが、一番わかりやすいのが、ほいほいなんかも隣の壁と壁

くっついちゃっていて建築基準法から言うとちょっとというところもあったりするので、そこの改修部分におい

ていろいろ調整をしなければいけないところがあるので、そういう点でいろいろ今後協議が必要かと考えており

ます。以上です。 

○永田公由委員 それはクリアできるのですか。 

○地方創生推進課長 クリアするように一つ一つ案件を今解決に向けて取り組んでいるところです。以上です。 

○永田公由委員 それから、今回の市は負担金として出すわけだよね。工事請負とか何とかというと議会のチェ

ックとか市のチェックが入るんだけれども、今回はこれについては、いわゆるチェックするのは誰がどういう形

でできるわけですか。 

○地方創生推進課長 杉の森のレストランと温浴施設につきましては、先ほど来説明をしている森林公社のほう

が責任を持って改修をするということになっております。ただ、杉の森の全体の設計及び工事というのが竹中工

務店が絡んでやっていきますので、宿泊部分のところがメインになってくるのですが、そちらの工事業者とあわ

せてという形で経費の節減から含めてやらざるを得ないのかなというふうに考えております。その辺のチェック

ということになりますと、レストランと温浴施設については当然森林公社のほうに最終的な責任がありますが、

そこのところは今回竹中工務店の設計部が入っている形がありますので、そういうところの管理、チェック等は

技術支援を受けながらやっていくという形になります。以上です。 

○永田公由委員 そうすると、森林公社から役員が１人なり２人なり入れるということになると、その人たちに

チェックしてもらうということも可能なわけですか。 

○地方創生推進課長 おっしゃるとおり可能でございます。 

○小澤彰一委員 関連して伺いたいんですが、まずは基本的なことなんですけど、これは３層構造になっていま

す。地権者だとか建物の所有者である平野さんと、それから改修工事を請け負う森林公社、竹中工務店及び市、
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それから運営会社ってなっているのですけど、部門としては３部門に分かれていて、レストランそれから宿泊施

設それから温浴施設、この温浴施設には多分発電の関係の業務も入ると思うのですけれど、この住み分けという

のですか、私のイメージとしては改修する会社というのは１つのものであって、出資をしたお金というのがその

会社の中で運営されるのだというイメージなのですけど、森林公社がどこかを担当して竹中工務店が何とかを担

当するとなっていくと、もし何かあった場合、例えば火事があったとか、あるいはどこかが不採算部門になって

閉じなければいけないとか、そういうときの責任関係というのはどういうふうになっていくのでしょうか。 

○地方創生推進課長 今、委員御指摘のとおり、改修会社と運営会社それぞれ２つで役割を分けてございます。

レストランと温浴のほう、責任を持って森林公社が改修はするのですが、先ほども言いましたとおり一体の改修

整備が必要ということになりますので、主になってやるのは、この施設改修の会社が最終的な責任になってまい

ります。個別の個々のリスクヘッジにつきましては現在各項目を挙げております。これは平野さんとの契約も含

めてもそうなのですけれども、基本的な責任は施設改修の会社が負うと、運営に関する責任においては運営会社

のほうが責任を負うという形でやって今調整を進めているところでございます。以上です。 

○小澤彰一委員 さらに運営会社はこの３つの分野を全部一括して運営するという意味なんでしょうか。 

○地方創生推進課長 ３つの用途、レストラン、温浴、宿泊部分を全て運営するということでございます。以上

です。 

○小澤彰一委員 そうしますと、運営会社のほうで例えば温浴施設に使った木質チップ、ガス式だというふうに

聞いていますけれど、その発電からの売電の業務から宿泊に関するスタッフだとか、あるいは予約だとか、ある

いはレストランの全ての運営スタッフも含めた全部の運営がこの運営会社にあり、もし例えばレストラン部門が

不採算になったりとか、温浴施設で何か事故があったりとかっていう場合には、この運営会社が全て一括して責

任を負い運営するという意味なのですね。 

○地方創生推進課長 新しく設立する運営会社のほうでスタッフ等全て採用をして、今の３つの施設については

責任を持って運営するということでございます。ただ一点、バイオマスの発電の部門に関しましては、実はこれ

は竹中のバイオマス部門がありまして、ここの部門が設置をするということで今調整をしております。売電につ

きましてもいろいろ電気、小売りの免許等の問題がございますので、ここについては運営会社のほうでやるのか

竹中が単独で売電のところをかかわるかということはまだ協議中でございます。以上です。 

○委員長 ほかに。 

○横沢英一委員 ９３ページの消防団の諸経費の関係で、消防団の退職報償金のところで１，０００万円くらい、

ここだけが違った理由は何でしょうか。 

○危機管理課長 係長のほうから説明を申し上げます。 

○危機管理係長 今回退職報償金の関係ですけれども、４月１日付で退職した消防団員が８４名いまして、その

中で５年以上の方が退職報償金を支払う該当になるのですけれども、その方が５４名という形でなっております。

この額の算出、当初何人退職するか見込めないという中で、一番多く退職されたときの額を算定して予算にして

います。以上です。 

○山口恵子委員 ６３ページの選挙費に関してお聞きします。昨年の参議院選挙のときと市制施行６０周年がち

ょうど重なりまして、投票した方には立派なカードをつくっていただきました。このカードをできれば市全体で
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有効活用していただいて投票率アップにつなげられればいいんですけれど、それがうまく有効活用されたかどう

かというところの評価と今後の対応、対策についてお聞きします。 

○選挙管理・監査・公平委員会事務局長 この記念カードにつきましては、今まで投票済みの記念カードが欲し

いという要望が大分ありましたが、塩尻市のほうでは特別つくってはおりませんでした。ただし今回投票率の向

上に向けた令和元年初めての選挙ということで作製をしました。それと引きかえに、実はいつもの選挙ですとテ

ィッシュペーパーをかなり用意をしておりました。ティッシュペーパー１つにつきます経費は１２円から１３円

かかっているのですが、このカード自体は大体８円くらいということで、逆にそういった意味での経費としては

削減したつもりです。ただし記念カードという形にした観点と商店街等との話につきましては、実際には事前か

らできればよかったのですが、少し思いつきの部分もございまして、今後こういったものを継続的に発行するこ

とによって、きのうも松本市、出ておりましたが、５０店舗とか、ああいった協力のこともありますので、商工

会議所とかＪＣ、そういったところと今後も発行すれば御利用がいただけるかという協議も進めながら、我々も

ずっと継続のことも考えながら進めてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

○山口恵子委員 やはりせっかく投票しましたよ、選挙に行ってきましたよという証明になりますので、これを

ぜひ有効的に活用していただけるように、連携が大事だと思いますので取り組みをお願いいたします。要望です。 

○委員長 ほかにございますか。 

○小澤彰一委員 ６１ページの３項のマイナンバーカードに関することですけれど、９３７万円見込んでいると

いうことは、今後例えば国民保険だとかああいうことにひもづけされていくときに、これから発行がふえるとい

う見込みでこれをされているという意味なのでしょうか。 

○市民課長 こちらにつきましては、人口規模だとか発行件数というのがあるのですけれども、もとの総額を国

が幾ら確保できたかによって人口規模によって各市町村に配分されて、その配分された額をＪ－ＬＩＳにそのま

ま支払うような形になっておりますので、当然もともとふえている増額につきましては、これから先カードの発

行枚数がふえていくということで国全体の予算も上がっているために要求額も上がっていますし、交付額が増額、

当然上がってきているという形になります。 

○委員長 よろしいですか。ほかにございますか。 

○小澤彰一委員 ２７ページ歳入のところでいいですか。保育料が１，１９１万円増額になっていますけど、未

満児保育がふえたということなんですけど、保育料無償化の関係で未満児の要求というのが上がっているのでは

ないかなと思うのですけれど、このふえている実態について説明してください。 

○財政課長 今おっしゃるように無償化に伴って未満児の需要が上がっているというようなことはお聞きはし

ておりますが、ちょっと詳細についてまでこちらでは把握できておりませんので大変申しわけございません。 

○小澤彰一委員 今、女性が進出するということからすれば、例えばお医者さんだとか弁護士さんだとかという

ほかにかわることのできない人っています。教師だとか保育士さんの場合には、その免許を持っている方が代替

職員として採用されるということがあるのだけれども、弁護士さんというのは簡単にかわりというのはいないわ

けで、医者だとか弁護士さんなど、働くためには未満児保育ってものすごく大事になってくると思うんですけど、

ある教育学者の方のお話を聞いたら、３歳までは親が育てなきゃだめなんだという決めつけをされますけど、そ

うでない方も実際の働く現場にはいるわけで、ぜひ今後も充実させていただきたいなと、これは要望です。 
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○委員長 ほかには。 

ちょっと１点お願いしますが、官民連携の関係でお話を聞いていても、申しわけないがすっきりは入ってこな

いんです。わからないがゆえに心配になる点もいろいろあって、きちんと詰めをしていってほしいということを

要望しておきたいと思いますし、最終的には運営会社が運営していくということなのですが、運営会社を設立す

るのか、あるいはこの業務をいきなりやれと言ってもなかなか難しいということも考えられるので、既存のどこ

か運営をやられているようなところから選択するのか、その点についてお聞きします。 

○地方創生推進課長 運営会社のほうでコアになるのは、当然経験のあるところを今、想定しております。そち

らのほうは竹中工務店のネットワークを使って幾つか今ピックアップをかけておりまして、選定作業に少しずつ

入っているところでございます。以上です。 

○永田公由委員 ５１ページの退職手当の増の関係ですけど、６，５００万円、予定より何人の方が早期という

か都合で退職されるわけですか。 

○総務人事課長 今回につきましては、予定外の退職者につきましては９名になっております。 

○委員長 よろしいですか。ほかには。よろしいですか。 

それでは質疑を終了し、自由討議を行います。ございますか。 

○小澤彰一委員 私は、自由討議ですから賛成、反対っていうこともないのですけど、基本的には賛成の立場で

申し上げたいのですけど、５５ページの例の官民連携共創事業ですけれど、これは篠原議員も本会議の中で持論

を熱く語っていただきましたが、基本構造が複雑すぎて、一番は例えばミシュランというタイヤ会社が観光ガイ

ドブックの中でランクづけをやっていますけれど、長野県諏訪市の小林さんという方が三つ星をとったんです。

やはりオーナーシェフとしての自覚というんですか、自負というんですか、誇りというのか、そういうものがあ

ってああいう修行をされ、そして地元フランスのパリのど真ん中で成功されるということになって、これ例えば

地権者がいて途中に改修会社がいて、そこから店賃を払わなければいけない運営会社があって、どうやってイン

センティブを維持しながら経営されていくのかとちょっと不安になるんですけれど、ぜひ運営会社の方が地元の

ため、あるいは自分のため、あるいは本当にこの奈良井宿を愛してリーダーシップをとってやっていただけるよ

うな形をとっていただきたい。ただ用意したからお前やれと言って、経験のある人をただ引っ張ってくるだけで

は私は成功しないんじゃないだろうか。もし失敗した場合には、地元の方に利益ではなくて地元に対してものす

ごい傷を負わせることになる。例えば松本市内の大手の百貨店が郊外に撤退することによって松本市の市街地の

中ってものすごく市場が大きく変化したって聞いているんですけれど、これ本当に責任は大きいと思いますので、

ぜひそういうところではただ連れてくるという、ただやってみせるというだけじゃなくて、そういう情熱を持っ

てやっていただくように切望いたします。意見です。 

○委員長 ほかにはございますか。よろしいですか。 

 ほかにないようですので、討論を行いますが、ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第２６号令和元年度塩尻市一般会計補正予算中当委員会に付託されました部

分につきましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○委員長 異議なしと認め、議案第２６号中当委員会に付託された部分につきましては、全員一致をもって可決

すべきものと決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第２７号 令和元年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

○委員長 続いて、議案第２７号令和元年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といた

します。説明を求めます。 

○市民課長 それでは続いて、また別冊になりますけれども、別冊議案第２７号令和元年度塩尻市国民健康保険

事業特別会計補正予算（第３号）を御用意いただきたいと思います。別冊補正予算書の一番頭になりますけれど

も、１ページをお願いいたします。国保特別会計補正予算は、歳入歳出それぞれ１，４４１万２，０００円を減

額し、予算の総額を６９億５，２８３万２，０００円とするものであります。 

特別会計は歳入のほうから説明させていただきますので、７、８ページをお願いいたします。上の１款１項の

国民健康保険税につきましては、当初の見込みよりも滞納繰越分の保険税が多く見込めるため１，６７０万円の

増額としたものであります。 

 その下、３款１項１目保険給付費等交付金の減額は、外国人の被保険者資格のシステム改修に係る国からの補

助が特別調整交付金から国庫補助金に変更となったため、次のページ８款１項１目の国庫補助金へ予算を組みか

え、さらに１，０００円未満の端数を調整した上で組みかえたものであります。 

 ７ページに戻りまして、５款１項１目の一般会計繰入金は６９７万１，０００円の減額となります。こちらは

１節２節にあります保険基盤安定繰入金などの額の確定によるもののほか、出産育児一時金が決算見込みにより

減額となるため、全額として減額となるものであります。 

 その下、２項１目の基金繰入金は財政調整基金繰入金１，９４６万３，０００円の減額で、決算見込みにより

国保税が増額となることによりまして財政調整基金からの繰り入れを少なくすることができたため減額となる

ものであります。なお、今後決算の結果余剰金が生じた場合には、繰り越した上で基金への積み戻しをさせてい

ただくこととなります。 

 次に、歳出のほうになりますので１１、１２ページをお願いいたします。１款総務費の補正につきましては、

制度改正に伴うシステム改修に伴う増額となるものであります。２款４項１目及び２目は、被保険者の出産数が

当初見込みより少なくなる見込みのため、出産育児一時金の減額をするものであります。説明は以上となります。 

○委員長 質疑を行います。委員の皆さんから質問ございますか。いいですか。 

 それでは、質疑を終了して自由討議を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 では、議案に対する討論を行います。ありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないようですので、議案第２７号令和元年度塩尻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第２７号につきましては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第３０号 令和元年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

○委員長 次に、議案第３０号令和元年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題といた

します。説明を求めます。 

○市民課長 また次の別冊になりますけれども、議案第３０号令和元年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補

正予算（第２号）をお願いいたします。予算書の１ページ頭になりますけれども、後期高齢者医療事業特別会計

補正予算は、歳入歳出それぞれ１，３９４万３，０００円を増額し、予算の総額を７億９，５８９万５，０００

円とするものであります。歳入のほうから説明させていただきます。 

７、８ページをお願いいたします。７ページになります。１款１項の後期高齢者医療保険料の補正は、直近の

調停額をもとに決算見込みを行ったことによるものでございます。 

 その下、３款１項２目の保険基盤安定繰入金は、額が確定したことに伴いまして保険料軽減分の一般会計繰入

金を１１４万３，０００円増額するものとなります。 

 次に９、１０ページ、歳出をお願いいたします。こちら２款１項１目の広域連合負担金になりますが、保険料

徴収分の１，２８０万円の増額と保険料軽減分の１１４万３，０００円の増額によりまして、合計１，３９４万

３，０００円の増額とするものであります。説明は以上となります。 

○委員長 それでは、質疑を行います。御質問等ございますか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を終了します。自由討議、ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ありませんので、議案に対する討論を行います。ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ありませんので、議案第３０号令和元年度塩尻市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）に

つきましては、原案のとおり認めることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第３０号につきましては、全員一致をもって可決すべきものと決しました。 

 以上で当委員会に付託されました案件の審査を終了いたします。なお、当委員会の審査結果報告書及び委員長

報告の案文につきましては、委員長に御一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、そのようにさせていただきます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

閉会中の継続審査の申し出 

○総務部長 市議会閉会中の継続審査についてお願いいたします。本委員会が所管いたします各部課におきまし

ては、それぞれ重要案件を抱えておりますので、閉会中につきましても協議会等の開催をお願いする場合がござ

いますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

○委員長 継続審査の申し出がございましたが、これについて御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 



24 

 

○委員長 異議なしと認め、そのように議長に申し出をいたします。 

 理事者から御挨拶があれば、お願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者挨拶 

○副市長 ２日間にわたりまして大変熱心にかつ慎重に御審査をいただきまして、御提案を申し上げました全て

の案件に対しましてお認めをいただきまして大変ありがとうございました。審査の中でいただきました御意見、

御要望、御指摘に関しましては、今後の執行の中で十分生かしてまいりたいというふうに思っております。大変

ありがとうございました。 

○委員長 以上で３月定例会総務生活委員会を閉会いたします。大変お疲れさまでございました。ありがとうご

ざいました。 

午前１１時５２分 閉会 

 

 

 

 

令和２年３月６日（金） 

 委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 
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